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第 2学年 3組 道徳学習指導案 

指導者 西山 史華 

 

１ 主題名   みんなのために 

内容項目  ４－（２）勤労 

  資料名   「しょうぼうじどうしゃじぷた」 出典 福音館書店 

 

２．主題設定の理由 

（１）主題について 

内容項目４－（２）は「働くことのよさを感じて、みんなのために働く」である。仕事に対して誇りや喜

びをもち、働くことの意義を自覚し、進んで社会に役立とうとする心をもった児童を育てることを目指した

項目である。働くことは、自分のしたことが人のためになったり役に立ったりすることを通して、自分の存

在感や充実感を味わえるものである。また働くときには、必ず人とのかかわりが生まれる。その中でさまざ

まなことを学ぶ機会にもなり、そこで学んだことは、人間として社会で生きていくために大切なことである。 

この期の子どもたちは、働くことに意欲的で、取り組むこと自体を楽しく感じている。しかし、働いたそ

のあとに、自分がどう感じているかについては見つめていない児童がほとんどである。達成感や充実感は少

しながらあるが、改めて考えたことは少ないと思われる。意欲的に取り組むこの期の子どもたちに、働くこ

とで得られる充実感や達成感を十分に味わわせることは、これからの学校生活や社会生活でよりよく生きて

いくために大変重要だと考える。 

 そこで本主題では、働くととてもよい気持ちになることを認識し、みんなのために働こうという心情を

育てたい。資料をもとに、働いたあとにどんな気持ちになるかを話し合い、働くことのよさを十分に味わい、

意識できるようにしたい。今まで無意識にしていた働くことについて、そのよさ意識し、さらに意欲的に取

り組めるようになってほしいと考える。 

 

（２）児童の実態（男子 14名 女子 13名 計 27名） 

 本学級の児童は、明るく素直な子どもが多い。また、係の仕事や清掃活動の分担など、任された仕事には

意欲的に取り組む子がほとんどである。 

 しかし、任された仕事には意欲的に取り組むが、自分から何かできることを考え取り組む子は少ない。自

分に与えられたことについては、考え、行動できるが、みんなのことを考えて働くことについては意識が向

いていないものと思われる。友達が困っていたり、クラスで困ったことが起こったりすると、その対応策と

して自分から進んで行動できることはあるが、常にみんなのことを考えて働こうという意識があるわけでは

ないように見受けられる。 

 児童は、1 年生の生活科の学習で「しごとにちょうせん」という単元に取り組んだ。低学年のうちから、

人のために働くことの楽しさや充実感を味わって、学年が上がってもさまざまな活動へ意欲的に取り組める

ようになってほしい、という願いから学年で独自に設定した単元である。引き続き今年度も取り組んでいく

計画である。 

 これまでの取り組みを通して、児童が働くことについてどのように考え、また感じているかを把握するた

めに実態調査を行った。 
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 このことから、働くことに意欲はあるが、みんなのために働くことのよさを感じて、活動しているわけで

はない児童も多いことがわかる。楽しい、嬉しいとやりがいを感じている一方、わからないという児童も 9

名おり、働くことを特に意識せず、ただ目の前にあるからという理由で取り組んでいるようである。 

 また、意欲的な児童もいる一方で、「やらないといけないから」「上手にできたか心配だ」と消極的で周り

からの評価を気にする姿もうかがえる。みんなのために何かをすると、いい気持ちになることを十分に感じ

られるようにしたり、自分なりの充実感から自分を認めたりできるような心を育てたいと考え、この主題を

設定した。 

 

（３）資料について 

 本資料は「しょうぼうじどうしゃ じぷた」という低学年向きの絵本である。 

 主人公のじぷたは古いジープを改良したちびっこ消防車で、普段は性能のよいほかの消防車たちばかりが

活躍するのをうらやましく思っていた。しかしある日、山小屋で火事が起こり、険しい山道を行けるじぷた

に出番がやってくる。山火事を見事に防ぎ、自分にしかできない形でみんなのために働き、活躍するという

内容である。 

 本時では、資料前半のじぷたが仕事をもらえない場面と、後半のじぷたが仕事を任される場面について、

特に注目して取り上げていくことにする。 

 じぷたが仕事をもらえない場面では、じぷたが仕事に対する意欲はあるのにまわりに必要とされず満たさ

れない気持ちになっている。やりたい気持ちはあるが、取り組む機会がない場面は子どもたちの生活の中に

も似たような場面がある。また、資料中には、仕事をやり遂げたあとのじぷたの心情は書かれていない。そ

こで、その２つの場面のじぷたの心情について児童と役割演技をしながら話し合いを進めていく。 

まわりと自分を比べ、自信をなくしてしまうじぷたの姿を役割演技をしながらじっくり捉えさせることで、

終末で人の役に立って嬉しいというじぷたの気持ちに深く共感できると考えた。前段と後段のじぷたの心情

の変容を感じ、その変容の間には「みんなのために働くこと」があったと十分に意識させて、働くことのよ

さを味わわせたいと考えた。

実態調査 

○今までみんなのために何かしたことがありますか。 

 はい（１８） いいえ（９） 

 ＊はいと答えた児童（複数回答を含む） 

・係の仕事・・・・・・（５）   ・家でお手伝い（１０） 

・清掃活動・・・・・・（１）   ・そのほか（３）・・・（子ども会でのプレゼント、ごみ拾い） 

○どうしてそのことをしたのですか。（＊複数回答を含む。） 

 ・人に頼まれたから・・・・・・・・・（５） ・自分から進んでやろうと思ったから・・（１７） 

 ・自分がやることになっているから・・（７） 

○どんな気持ちで仕事をしていますか。 

 ・いい気持ち・・・・・・・・・・・・（８） ・喜んでほしい・・・・・・・・・・・・・（２） 

 ・しっかり一生懸命やろう・・・・・・（８） ・楽しいな・・・・・・・・・・・・・・・（２） 

 ・やらないとだめだからやろう・・・・（１） ・先生にしかられるからやろう・・・・・・（１） 

 ・うまくできているか心配・・・・・・（２） ・その他・・・・・・・・・・・・・・・・（２） 

○働いたあとはどんな気持ちになりますか。また、それはなぜですか。 

 ・大変だ・・・・・・・・・・・・・・（５）・嬉しい・・・・・・・・・・・・・・・・・（２） 

 ・楽しい・・・・・・・・・・・・・・（２）・頑張ったな・・・・・・・・・・・・・・・（２） 

 ・いい気持ち（６）〔すっきりした、きれいになったな、役に立ったな〕 

 ・上手にできたか心配（１）       ・その他 

 ・わからない（９） 
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３．指導構想 

 

 
みんなのために 

道徳（本時）「しょうぼうじどうしゃ 

 じぷた」 

４－（２）勤労 

○人のために働くことのよさを感じ、

みんなのために何ができるか考えよう

とする心情を育てる。 

1年生生活科 

「しごとにちょうせん」 

○自分にできる仕事を

考え、家族の一員とし

ての役割に気づく。 

生活科 

「もっと 

しごとにちょうせん」 

○自分にできる仕事を

考え、家族の一員とし

ての役割を果たそう

という気持ちをもつ。 

日常活動 

・学級活動 

○今日のきらり 

賞の発表 

 人のために働い

た友達を発表し

賞賛する。 

 

・係活動 

○自分たちでみん

なのためにでき

ることを考え、取

り組む。 

 

・清掃活動 

・当番活動 

（日直や給食当番） 

学活（ソーシャルスキル

トレーニング） 

「ありがとうリレー」 

○気持ちの伝わる言

い方を考え、ゲームを

通して練習する。 

学活（構成的グループ 

エンカウンター） 

「いいとこさがし」 

○友達のよいところ

を見つけて褒めあい、

受け入れられること

の喜びを味わう。 
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４．本時の展開 

（１）ねらい 

   人のために働くことのよさを感じ、みんなのために何ができるか考えようとする心情を育てる。 

（２）展開 

過

程 
学習活動と発問 ねらいにせまる手立て 期待される子どもの姿 

導
入
（
５
） 

１．働く自動車について

思い出す。 

①働く自動車にはどんな

ものがありますか。 

○働くということを意識するために、言葉の

意味を確認する。 

 

○ショベルカー。 

○救急車。 

展
開 

２．資料を読んで話し合

う。 

○絵をよく見て、じぷたの気持ちを考えなが

ら聞くように声をかける。 

○様子がわかるように、読み聞かせで語り、

場面絵を提示する。 

○どんなお話かな。 

 

前
段
（
１
０
） 

②ほかのみんなが出動し

たとき、じぷたはどん

な気持ちになったでし

ょう。 

 

○ワークシートを活用し、じぷたの思いを自

由に書けるようにする。 

○終末で成長した点と比べられるように、こ

のときのじぷたがどのような気持ちでい

るかをしっかり確認する。 

○じぷたが、自分のことを人と比べてしか見

ていないことをおさえる。 

○ぼくもはしごがあれば行

けるのに。 

○また一人残るのか。 

○ぼくだって出動したい

よ。 

○ぼくも火事を消せるよ。

なんで出動させてくれな

いのかな。 

 

後
段
（
１
５
） 

◎③山火事を消したあ

と、消防署にいるじぷ

たはどんな気持ちでい

るでしょう。 

○じぷたと町の子どもの役になり、役割演技

をして、じぷたの気持ちを考える。 

○じぷたの気持ちになって発表できるよう

に、お面のついた冠をかぶって話すように

する。 

 

○じぷたが、自分のことを人と比べずに認め

ているとをおさえる。 

 

○みんな喜んでくれてうれ

しいな。（じぷた） 

○いい気持ちだな。（じぷ

た） 

○みんな、ぼくの本当の力

をわかってくれたんだ。

（じぷた） 

○山火事にならなくてよか

ったな。（じぷた） 

○小さいのにすごいね！

（子） 

○山道を行って火事を消す

なんてかっこいいね。

（子） 

終
末
（
１
５
） 

３．今までの自分の生活

について振り返り、話

し合う。 

④じぷたのように、何か

をしていい気持ちにな

ったことはあります

か。 

 

 

○自分のことについて思い出せるように、係

り活動や清掃活動などの様子の写真を提

示する。 

○ワークシートを活用し、自分の仕事につい

て自分で考えられるように時間を確保す

る。 

 

 

 

 

 

○みんなが喜んでくれるか

らまたやりたいなと思っ

たよ。 

 

 ⑤今日の道徳で思ったこ

とやわかったことを書

きましょう。 

○2 年生として校内や地域でどんなことがで

きるか考えるよう声をかける。 

○友達の発表を聞いて、自分とは違う考えも

あることに気づけるようにする。 

○係の仕事ででもっと難し

いものに挑戦してみたい

な。 

○頼まれなくても自分で役

に立つことを探したい

な。 

 


